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社会福祉法人

みなと舎

生活介護事業、医療
型障害児者施設など
15の事業を展開中。

詳しくは ☎046（855）3911 または ホームページ（右記二次元コード）

事業所見学会＆就職説明会
2/10㈯・21㈬・29㈭・3/5㈫・13㈬・23㈯

みなと舎の日常を公開しています。

もっとみなと舎を知りたいあなたへ

2024卒学生さんの応募もまだ受付中です！

BCP策定の道のり
みなと舎では、災害発生時に備えて防災訓練など
の活動を定期的に実施してきた。国の基準でBCP策定
が義務化になるのを受けて、実効性のあるBCPを目指
し、2023年4月に策定作業をスタートさせた 。

みなと舎では、災害発生時に備えて防災訓練など
の活動を定期的に実施してきた。国の基準でBCP策定
が義務化になるのを受けて、実効性のあるBCPを目指
し、2023年4月に策定作業をスタートさせた 。

まずは 策定の目的を再確認。みなと舎のメンバー中心支援と
いう考え方にそったBCP策定がスタート。それは、災害が起き
ても、出来るだけ早くメンバーさんの日常を取り戻すこと。

スタッフの主体的な活動を目指すため、法人内各事業所から
スタッフが集結。自然災害BCP策定委員会「紡ぎ会」が15名で 
結成された。

「紡ぎ会」では、月１回の会議のほか、各
事業所ごとで「建物のチェック」「備蓄品
の確認」などの作業を進めていった。

「緊急時の対応」や「平常時の準備」「地域との連携」などの内容も
検討を重ねる。また、東日本大震災を経験された石巻市の障害者
施設の施設長にオンラインでお話を伺った。当時のことや現在の
備えなど、ためになる話を心に刻み、BCPに反映させた。
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BCP（業務継続計画）とは……
大規模震災などの“自然災害”や“感染症拡大”が起きたと
きに、事業を継続するための計画。障害福祉サービス事業
所は、障害者、その家族等の生活を支える上で欠かせない
ものであることから、令和６年度からBCPの策定が義務付
けられる。

BCP策定中の
スタッフの感想

今年度末までに一旦の完
結を目指す。BCP策定に終
わりはなく、毎年更新して
いく。そして来年度は、他ス
タッフへの周知や地域と
の連携づくりを目指す。

自然災害BCPには、防災計画だけではなく
その後の復旧計画なども盛り込むんだよ。

BCP完成見本


